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1．  はじめに 

 電気探査は土木・建設分野を中心に、地盤内部の状態を予測するために用いられている

調査方法である．一方，農地では良好な収量を維持するために土壌の状態を把握し，その

結果に基づき対策を行うことが重要である．ここでは電気探査を行い，収穫後の水田にお

いて地中内部の電気伝導度（EC）と充電率を計測した．また，現地表土を土壌 EC センサ

により EC，土壌水分計により体積含水率を計測し，コンパクト EC メーターにより採土試

料の１：５法溶液の EC を計測した．これらの計測結果について考察することにより，電

気探査による農地土壌の状態について検討する． 

2．  調査地 

調査地は岩手県滝沢市岩手大学

付属滝沢農場水田と岩手県陸前高

田市竹駒町水田である．図 1 と

図 2 に調査地概要図を示す．電

気探査測線を赤色で示す．滝沢調

査地では，電気探査測線 L1，L2

を設定し，調査を行った．竹駒調

査地では，電気探査測線を A1，

A2，B1 を設定し，調査を行

った．現地における表土の測

定及び採土は電気探査測線上及びその延長線上に行った． 

3．  方法 

電気探査については AGI 社製 SuperSting を用いて行った。測定はダイポール・ダイポ

ール法により行い、打設した電極により電流を流し，電圧を計測して比抵抗を求め，比抵

抗の逆数より EC を算出する．強制分極法（IP 法）による充電率も同時に測定し，AGI 社

製ソフト Earth Imager 2D を用いて逆解析を行い，EC 分布と充電率分布を得た．電極は

0.5m 間隔で 28 箇所に設置し，13.5m の測線長になる．   

 現地において，表土の電気伝導度は土壌 EC センサを用いて，直接センサを地面に差し

込むことにより EC を測定した．体積含水率は TDR 土壌水分計を用いて測定した．  

採取土壌については，室内において 1：5 水浸出法による溶液を作製し，コンパクト EC

メータを用いて EC を測定した . ここで，1：5 水浸出法による溶液の作製については，地

盤工学会における土懸濁液の電気伝導率試験法 1）に準拠した．  

図 1 滝沢調査地概要図  

Fig.1 The schematic view of 

Takizawa site 
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図 2 竹駒調査地概要図  

Fig.2 The schematic view of 

Takekoma site  
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4．  結果 

滝沢調査地における

電気探査結果につい

て，測線 L1，L2，の電

気伝導度分布（EC 分

布）を図 3，充電率分

布を図 4 に示す．竹駒調

査地における測線 A1，

A2，B1 の EC 分布と充電

率分布について図 5と図

6 にそれぞれ示す．さら

に表土の現地測定及び

採土試料の 1：5 法溶液

の測定結果とそれらの

位置に対応する電気探

査結果から抽出した EC

の値の一覧を滝沢調査地について表 1，

竹駒調査地について表 2 に示す．   

 滝沢調査地の測線 L1，L2 の EC 分

布（図 3）について，L1 測線は L2 測

線より全体的に低い EC 値を示してい

る．竹駒調査地の測線 A1，A2，B1 の

EC 分布（図 5）について，A2 測線に

おいて深さ 0.8m 付近までの領域

では全体的に低い値を示してい

る．A1，B1 測線では y = 10m ~ 13m

の表土付近で高い値の領域があ

る．充電率分布（図 4，6）は，EC

分布（図 3，5）で低い値を示して

いる部分で高い値を示す結果となった．  

 滝沢調査地において，表 1 の結果より，電気探査 EC 測定値に比べ 1：5 法 EC 測定値が

高い傾向であった．   

5．まとめ 

滝沢調査地，竹駒調査地の各水田において電気探査を行い，EC 分布，充電率分布を得た．

また現地表土 EC を土壌 EC センサ，体積含水率を土壌水分計により測定し，採土試料の

1：5 法溶液の EC の測定した．電気探査による EC 分布において，測線によって異なる傾

向があるとなった．  
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図 3 滝沢調査地 EC 分布 
Fig.3 Electrical conductivity  

distributions of Takizawa site 

図 5 竹駒調査地 EC 分布 
Fig.5 Electrical conductivity 

distributions of Takekoma site 

図 6 竹駒調査地充電率分布 
Fig.6 Induced Polarization 

distributions of Takekoma site 

表 1 滝沢調査地表土の EC 測定結果一覧 
Table1 Measurement results of Takizawa site  

図 4 滝沢調査地充電率分布 
Fig.4 Induced Polarization 

distributions of Takizawa site 

 

表 2 竹駒調査地表土の EC 測定結果一覧 
Table2 Measurement results of Takekoma site  

y (m) 152 142 132(130) 122 112(116.5)

EC(mS/m) 10 12 9 10 9

θ (%) 50.4 52.8 54.7 57.1 50.5

EC(mS/m) 7.3 8.2 7.9 8.7 5.7

EC(mS/m) 4.7 3.3 3.8 4.1 4.1

ECセンサ

1：5法

電気探査

y (m) 10 20 70 80 90(88.5) 10 20

EC(mS/m) 11 8 4 8 8 14 11

θ (%) 26.2 9.1 32.8 28.1 36.7 29.7 14.1

EC(ms/m) 9.2 9.6 3.9 5.5 4.3 8.3 7.8

EC(ms/m) 8.7 7.3 5.9 6.0 5.1 7.2 7.4

竹駒西 竹駒東

ECセンサ

1：5法

電気探査
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